
会報・国鉄闘争全国運動　第１６３号（２０２３年１２月１８日）

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
　
１
０
４
７
名
解
雇

撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
全
国
運
動
事
務
局

　
　
千
葉
市
中
央
区
要
町
２
―
８
Ｄ
Ｃ
会
館
内

　
　
℡
０
４
３
―
２
２
２
―
７
２
０
７
　

　
　nationw

idem
ovem

ent@
yahoo.co.jp

国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１６３号
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宛
て
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１
万
２
３
５
４
筆（
23
年
12
月
18
日
）

　
日
比
谷
野
音
で
11
月
19
日
、
今
年

も
全
国
労
働
者
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
昨
年
を
大
き
く

上
回
る
２
８
０
０
人
。
銀
座
デ
モ
で

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
を
得
た
外
国

人
な
ど
約
２
０
０
人
が
合
流
し
ま
し

た
。
関
西
生
コ
ン
支
部
・
港
合
同
・

動
労
千
葉
を
先
頭
と
す
る
闘
う
労
働

運
動
の
必
死
の
展
開
が
大
反
戦
集
会

と
し
て
結
実
し
ま
し
た
。
同
時
に
こ

う
し
た
闘
い
が
労
働
運
動
の
可
能
性

を
押
し
広
げ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る

労働組合の復権の時代

理
者
も
雇
え
な
い
か
ら
、
65
歳
以
降
は
現

場
も
雇
用
で
き
な
い
」
と
い
う
形
で
あ
き

ら
め
さ
せ
な
が
ら
、
自
分
た
ち
だ
け
は
都

合
よ
く
雇
用
延
長
を
し
よ
う
と
し
た
。
そ

う
し
た
実
態
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
結
審
強

行
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
判
決
日
は
来
年
２
月
21
日
と
決
定
さ
れ

た
。
今
回
の
証
言
で
も
、
Ｊ
Ｒ
・
Ｃ
Ｔ
Ｓ

が
動
労
千
葉
排
除
の
た
め
に
65
歳
以
降
の

雇
用
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
は
は
っ
き
り

し
た
。
裁
判
所
は
65
歳
以
降
の
雇
用
を
認

め
る
判
決
を
出
せ
！
　
雇
用
延
長
を
か
ち

と
る
ま
で
断
固
闘
お
う
！

■
次
回
日
程

千
葉
地
裁
（
６
０
１
号
法
廷
）

〈
１
次
訴
訟
〉
判
決
　
24
年
２
月
21

日
13
時
10
分
～
、〈
２
次
訴
訟
〉
弁

論
　
24
年
１
月
17
日
11
時
～

地
平
の
上
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、

ガ
ザ
虐
殺
、
中
国
侵
略
戦
争
と
い
う

世
界
戦
争
情
勢
に
労
働
運
動
と
し
て

立
ち
向
か
う
こ
と
を
正
面
か
ら
呼
び

か
け
ま
し
た
。
今
回
の
集
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
一
つ
「
戦
争
を
止
め
、
社
会

を
変
え
る
力
が
こ
こ
に
あ
る
」
が
共

感
を
集
め
ま
し
た
。

　
和
歌
山
事
件
逆
転
無
罪
か
ら
反
転

攻
勢
に
立
つ
関
西
生
コ
ン
支
部
、
半

世
紀
ぶ
り
と
な
る
全
日
ス
ト
を
打
ち

抜
い
た
港
合
同
昌
一
金
属
支
部
（
写

真
）
な
ど
、
職
場
・
地
域
か
ら
闘
い

抜
い
て
結
集
し
ま
し
た
。
日
教
組
奈

ガ
ザ
虐
殺
に
加
担
す
る
な
！

伊
藤
忠
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
に
申
し
入
れ
・
抗
議
行
動

だ
け
揃
え
る
の
で
は
な
く
ベ
テ
ラ
ン
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
ハ
ッ
キ
リ
さ

せ
た
。

　
裁
判
長
は
、
組
合
側
か
ら
申
請
し
て
い

た
Ｃ
Ｔ
Ｓ
交
渉
担
当
の
証
人
採
用
に
つ
い

て
、「
必
要
な
し
」
と
し
て
採
用
を
拒
否

し
た
。
そ
し
て
、
不
当
に
も
結
審
を
強
行

し
て
審
理
を
打
ち
切
っ
た
。

　
だ
が
、
笹
本
総
務
部
長
は
証
言
で
、
交

渉
の
中
で
Ｃ
Ｔ
Ｓ
が
い
か
に
回
答
し
た
か

具
体
的
に
は
「
分
か
ら
な
い
」
と
語
っ
て

い
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
現
場
労
働
者
に
は
「
管

プ
ラ
イ
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
に
対
す
る
申
し

入
れ
・
抗
議
行
動
を
行
っ
た
。

　
３
月
に
千
葉
で
開
催
さ
れ
た
武
器

見
本
市
に
お
い
て
両
社
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
悪
名
高
い｢

死
の
商
人｣

＝
国
際
的
軍
事
企
業｢

エ
ル
ビ
ッ

ト･

シ
ス
テ
ム
ズ｣

と
「
武
器
部

品
の
生
産･

販
売
に
関
す
る
協
力

覚
書
」
を
締
結
し
た
。
い
ま
目
の
前

で
行
わ
れ
て
い
る
ガ
ザ
虐
殺
へ
の
加

担
そ
の
も
の
だ
。

　
伊
藤
忠
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

会
社
の
あ
る
４
階
の
電
気
は
消
さ
れ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
停
止
、
完
全
に
逃

亡
し
た
の
だ
。
武
器
生
産
と
保
守
管

理
を
契
約
し
た
日
本
エ
ヤ
ー
ク
ラ
フ

11・１９集会参加労組が各地でストライキ
戦争反対と生きさせろ２４春闘を闘おう！

　
12
月
１
日
、
動
労
千
葉
と
改
憲
・

戦
争
阻
止
大
行
進
、
全
国
労
組
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
伊
藤
忠
ア
ビ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
日
本
エ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
サ

す
（
港
合
同
昌
一
金
属
の
ほ
か
Ｊ
Ａ

Ｍ
日
本
機
械
労
組
、
二
和
病
院
労
組

な
ど
）。
世
界
戦
争
情
勢
、
富
の
独

占
と
格
差
の
拡
大
、
労
働
者
階
級
の

過
酷
な
状
態
と
社
会
の
荒
廃
の
中
で

生
き
る
た
め
の
闘
い
が
世
界
中
で
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
争
を
止
め
社
会
の
根
本
的
変
革

を
展
望
す
る
労
働
運
動
を
組
織
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が

出
来
る
時
代
が
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
来
年
11
月
労
働
者
集
会
の
展
望

を
大
き
く
切
り
開
く
年
末
年
始
か
ら

春
闘
過
程
を
闘
お
う
。

良
市
の
「
職
場
で
倒
れ
る
こ
と
も
戦

争
で
殺
し
合
わ
さ
れ
る
こ
と
も
拒
否

で
き
る
労
働
組
合
へ
」
の
発
言
、
高

槻
医
療
福
祉
労
組
の
病
院
空
爆
に
対

す
る
抗
議
声
明
な
ど
、
各
産
別
か
ら

の
結
集
と
発
言
は
集
会
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
で
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
墜
落
な
ど
戦
争
情
勢

は
ま
す
ま
す
激
化
し
て
い
ま
す
。
集

会
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
企
業
と
武
器
部

品
の
共
同
生
産
・
販
売
の
協
力
を
進

め
る
伊
藤
忠
な
ど
へ
の
抗
議
行
動
を

展
開
し
ま
し
た
（
左
記
事
）。
反
戦

デ
モ
が
各
地
で
続
い
て
い
ま
す
。

　
特
筆
す
べ
き
は

11
・
19
集
会
に
参

加
し
た
労
組
が

次
々
と
ス
ト
ラ
イ

キ
に
立
っ
て
い
ま

65
歳
以
降
雇
用
延
長
裁
判
で
証
人
尋
問

雇
用
拒
否
・
動
労
千
葉
排
除
の
不
当
性
明
ら
か
に

　
千
葉
地
裁
で
11
月
22
日
、
65
歳
以
降
の

雇
用
延
長
拒
否
・
動
労
千
葉
排
除
を
め
ぐ

る
裁
判
が
行
わ
れ
た
。今
回
の
裁
判
で
は
、

組
合
側
か
ら
関
委
員
長
、
渡
辺
書
記
長
、

山
田
護
特
別
執
行
委
員
、
山
田
繁
幸
特
別

執
行
委
員
、
会
社
側
か
ら
Ｃ
Ｔ
Ｓ
笹
本
総

務
部
長
が
証
言
し
た
。

　
渡
辺
書
記
長
は
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
が
団
体
交
渉

で
ど
の
よ
う
に
回
答
し
て
き
た
か
、
そ
の

不
当
性
を
明
ら
か
に
し
、
山
田
護
特
別
執

行
委
員
は
幕
張
支
部
長
と
し
て
の
闘
い
の

経
験
や
職
場
の
現
実
を
突
き
つ
け
、「
数

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
集
会
に
は
韓
国
民
主
労

総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
、
米

Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
（
国
際
港
湾
倉

庫
労
組
）、
ド
イ
ツ
機
関

士
労
組
な
ど
の
海
外
労
組

代
表
団
が
多
数
参
加
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
在
日
ビ
ル

マ
市
民
労
組
、
日
本
イ
ス

ラ
ー
ム
文
化
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
参
加
と
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　「
韓
日
労
働
者
共
同
声

明
」「
パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯

決
議
」
が
採
択
さ
れ
、
03

年
イ
ラ
ク
反
戦
か
ら
始

ま
っ
た
国
際
連
帯
20
年
の

ト
サ
プ
ラ
イ
は
受
け
取
り
に
出

て
き
た
が
、
回
答
書
の
要
求
に

は
ま
っ
た
く
答
え
な
か
っ
た
。

こ
の
企
業
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
銃

火
器
メ
ー
カ
ー
と
も
技
術
提
携

を
結
ん
で
い
る
。

　
パ
レ
ス
チ
ナ
労
働
組
合
が
、

全
世
界
の
労
働
者
に
向
け
て
イ

ス
ラ
エ
ル
へ
の
武
器
輸
出
を
阻

止
を
訴
え
て
い
る
。
世
界
各
地

で
は
軍
事
企
業
を
ス
ト
ラ
イ
キ

や
デ
モ
で
実
力
包
囲
す
る
闘

い
、
武
器
運
搬
の
た
め
の
荷
役

積
み
込
み
を
阻
止
す
る
闘
い
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
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来
年
度
の「
診
療
報
酬（
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
公
定
価
格
）」
の
見
直
し
に

向
け
、
議
論
の
土
台
と
な
る
「
医
療

経
済
実
態
調
査
（
厚
生
労
働
省
）」

が
11
月
24
日
に
公
表
さ
れ
た
。

　
一
般
病
院
全
体
の
22
年
度
の
損
益

率
（
収
益
か
ら
費
用
を
引
い
た
額
）

は
１
・
２
％
の
黒
字
。
だ
が
コ
ロ
ナ

関
連
の
補
助
金
を
除
く
と
マ
イ
ナ
ス

６
・
７
％
の
赤
字
で
21
年
度
か
ら
さ

ら
に
１
・
２
㌽
悪
化
し
た
。
23
年
度

の
損
益
率
は
マ
イ
ナ
ス
10
・
２
％
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
一
般
病
院
は
全
国
に
８
１
５
６
施

設
（
22
年
度
）
あ
り
約
７
割
が
赤
字

だ
。
23
年
度
の
医
療
費
の
規
模
は
約

48
兆
円
（
予
算
ベ
ー
ス
）。
自
然
増

だ
け
で
８
８
０
０
億
円
。医
療
費
は
、

保
険
料
５
割
、
税
金
４
割
、
窓
口
負

担
１
割
で
ま
か
な
わ
れ
る
。

　
一
病
院
あ
た
り
の
損
益
率
は
平
均

２
億
２
４
２
４
万
円
の
赤
字
で
、
光

熱
費
な
ど
物
価
高
騰
の
影
響
で
前
年

度
と
比
べ
て
赤
字
が
４
２
３
１
万
円

増
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
受

け
入
れ
に
協
力
し
た
医
療
機
関
な
ど

に
支
給
さ
れ
る
国
の
補
助
金
を
含
め

に
公
立
病
院
の
統
廃
合
は
急
速
に
焦

点
化
す
る
。

　
東
京
都
立
病
院
に
つ
い
て
は
小
池

知
事
が
19
年
12
月
に
独
立
行
政
法
人

化
の
方
針
を
表
明
し
、
独
立
行
政
法

介
護
を
考
え
る
―
持
続
的
な
制
度
の

実
現
に
向
け
た
改
革
」
な
る
提
言
を

発
表
し
た
。

　
そ
こ
で
は
医
療
・
介
護
保
険
の
適

用
範
囲
に
つ
い
て
、
処
方
箋
な
し
で

購
入
で
き
る
医
薬
品
に
類
似
す
る
医

薬
品
を
保
険
適
用
外
に
し
た
り
、
要

介
護
１
・
２
の
利
用
者
に
対
し
、
訪

問
介
護
で
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を

自
己
負
担
と
す
る
な
ど
適
用
範
囲
の

見
直
し
を
提
唱
し
た
。
ま
た
診
療
報

酬
に
つ
い
て
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア（
ケ

ガ
や
病
気
の
初
期
的
診
療
、
生
活
習

慣
病
な
ど
の
日
常
的
な
診
療
な
ど
）

は
従
来
の
出
来
高
払
い
を
変
更
し
て

包
括
払
い
と
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
令
和
臨
調
は
こ
の
提
言
に
よ
っ
て

３
年
後
に
１
・
７
兆
円
、
10
年
後
に

３
・
２
兆
円
を
削
減
で
き
る
と
強
弁

し
て
い
る
。
社
会
保
障
制
度
の
全
面

的
な
解
体
を
め
ざ
す
動
き
だ
。

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」

　
医
師
の
働
き
方
改
革
が
24
年
４
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
。
勤
務
医
の
時
間

外
・
休
日
労
働
は
原
則
と
し
て
年
間

９
６
０
時
間
、
月
80
時
間
に
制
限
さ

れ
る
。
現
実
に
は
、
大
学
病
院
や
救

急
病
院
で
働
く
医
師
の
３
割
が
過
労

死
ラ
イ
ン
で
あ
る
月
80
時
間
を
超
え

る
時
間
外
労
働
を
行
っ
て
い
る
。

　「
宿
直
、
日
直
は
労
働
時
間
と
み

な
さ
な
い
」
と
い
う
宿
日
直
制
度
に

つ
い
て
、
労
働
基
準
監
督
署
は
「
緊

急
避
難
的
措
置
」
と
し
て
安
易
に
許

可
す
る
事
態
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
本
来
、
宿
日
直
は
軽
度
、
短
時
間

の
労
働
の
場
合
だ
け
に
限
ら
れ
る
。

だ
が
「
医
師
の
働
き
方
医
改
革
」
で

医
師
の
労
働
は
連
続
28
時
間
に
制
限

さ
れ
、
９
時
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
も

必
要
と
な
る
。
夜
勤
の
際
の
緊
急
手

術
や
緊
急
内
視
鏡
な
ど
の
処
置
を

〝
休
息
扱
い
〟
と
し
な
い
と
翌
朝
か

ら
通
常
の
勤
務
に
組
み
込
む
こ
と
が

　
今
回
の
統
廃
合
は
、
南
房
総
市
と

亀
田
病
院
グ
ル
ー
プ
が
２
０
１
８
年

に
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
を
設
立

し
画
策
さ
れ
た
も
の
だ
。
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
は
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー
、
公
立
病
院
の
民
営

化
・
統
廃
合
の
ス
キ
ー
ム
と
し
て
各

地
に
設
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
総
務
省
は
07
年
に
①
経
営
の
効
率

化
、
②
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

③
経
営
形
態
の
見
直
し
を
軸
と
し
た

「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

15
年
に
は
「
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま

え
た
役
割
の
明
確
化
」を
加
え
た「
新

公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

公
表
、
病
床
削
減
と
病
院
統
廃
合
を

促
し
て
き
た
。
こ
れ
を
受
け
、
08
年

～
20
年
の
間
に
全
国
84
の
病
院
が
独

立
行
政
法
人
化
し
、
ま
た
42
の
病
院

が
指
定
管
理
に
新
た
に
移
行
し
た
。

　
そ
の
後
の
人
口
減
少
の
進
展
や
新

型
コ
ロ
ナ
、「
医
師
の
働
き
方
改
革
」

な
ど
医
療
環
境
の
新
た
な
状
況
に
踏

ま
え
、
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
昨

年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
（「
公
立
病

院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）。

　
そ
こ
で
は
赤
字
解
消
か
ら
経
営
強

化
に
重
点
を
移
す
と
し
「
統
廃
合
あ

り
き
で
は
な
い
」「
感
染
拡
大
時
の

公
立
病
院
の
役
割
が
改
め
て
認
識
さ

れ
た
」
と
説
明
。
総
務
省
が
公
立
病

院
の
統
廃
合
路
線
を
軌
道
修
正
し
た

と
の
分
析
も
あ
る
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
依
然
と
し
て
「
経
営
形
態
の
見

直
し
」
や
医
療
機
能
の
集
約
化
を
自

治
体
に
迫
っ
て
い
る
。
ま
た
厚
生
労

働
省
も
「
地
域
医
療
構
想
」
を
堅
持

し
、
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
リ

ス
ト
を
撤
回
し
て
い
な
い
。
公
立
・

公
的
病
院
の
統
廃
合
は
、
地
域
医
療

の
受
け
皿
を
奪
い
、
全
国
一
律
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
放
棄
す
る
も
の
だ
。

　
財
界
関
係
者
や
大
学
教
授
な
ど
が

参
加
す
る
「
令
和
臨
調
」
が
12
月
１

日
、「
将
来
も
安
心
な
日
本
の
医
療
・

　
11
月
26
日
、「
米
坂
線
の
早
期
復

旧
と
地
域
の
活
性
化
を
考
え
る
会
」

の
結
成
集
会
が
、
米
坂
線
の
沿
線
住

民
を
中
心
と
す
る
参
加
者
、
65
人
を

も
っ
て
勝
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
８
月
３
日
の
豪
雨
災
害
に

よ
っ
て
米
坂
線
（
米
沢
～
坂
町
、
約

90
㌔
）
が
寸
断
さ
れ
、
そ
の
う
ち
現

在
も
今
泉
～
坂
町
間
（
約
68
㌔
）
が

不
通
と
な
り
、
バ
ス
代
行
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
は
１
年
４
か
月
が
経
過
し
て

も
、
い
ま
だ
に
復
旧
工
事
を
始
め
て

い
ま
せ
ん
。
災
害
を
奇
貨
と
し
て
、

復
旧
を
明
言
せ
ず
、
地
元
負
担
を
ち

ら
つ
か
せ
て
、
そ
れ
が
嫌
な
ら
廃
線

へ
も
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
Ｊ
Ｒ
東
は
内
部
留
保
を

２
兆
８
千
億
円
近
く
た
め
込
み
、
そ

の
わ
ず
か
０
・
３
㌫
で
米
坂
線
復
旧

費
用
（
86
億
円
）
が
賄
え
る
の
に
、

時
間
稼
ぎ
を
し
て
地
元
の
あ
き
ら
め

を
誘
っ
て
い
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
の
身
勝
手
は
本
当
に
許

せ
な
い
で
す
。

　
動
労
総
連
合
・
新
潟
は
昨
年
来
、

米
坂
線
沿
線
の
住
民
に
働
き
か
け

て
、
廃
線
反
対
の
運
動
で
Ｊ
Ｒ
に
早

期
復
旧
を
迫
ろ
う
と
訴
え
て
き
ま
し

た
が
、「
考
え
る
会
」の
結
成
と
な
り
、

役
員
体
制
や
活
動
方
針
な
ど
を
参
加

者
全
員
で
決
め
ま
し
た
。
会
と
し
て

は
、
早
期
復
旧
を
求
め
る
署
名
運
動

の
開
始
と
会
員
の
拡
大
、
Ｊ
Ｒ
や
県

知
事
、
自
治
体
へ
の
申
し
入
れ
を
決

め
ま
し
た
。

地
域
住
民
が
主
体
に

　
Ｊ
Ｒ
東
は
11
月
21
日
、
地
方
ロ
ー

カ
ル
線
の
赤
字
問
題
を
マ
ス
コ
ミ
発

表
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
赤
字
路
線

を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
一
方
、
黒
字

線
区
や
黒
字
額
は
伏
せ
て
い
ま
す

が
、
政
治
的
な
意
図
を
感
じ
ま
す
。

さ
ら
に
、
羽
越
線
の
村
上
～
鶴
岡
間

の
赤
字
が
年
間
49
億
円
で
ダ
ン
ト
ツ

と
宣
伝
し
て
お
き
な
が
ら
、
廃
線
の

対
象
か
ら
除
外
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
物
流
、
と
り
わ
け
軍
事

輸
送
（
一
昨
年
９
月
の
陸
上
自
衛
隊

の
輸
送
訓
練
に
羽
越
線
を
使
い
ま
し

た
）
の
た
め
の
線
路
と
し
て
羽
越
線

を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
ロ
ー
カ
ル
線
の
ス
リ
ム
化

を
図
り
、
戦
争
の
で
き
る
国
家
改
造

計
画
へ
と
進
め
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
地
域
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
公

共
交
通
を
必
要
と
す
る
学
生
や
お
年

寄
り
に
と
っ
て
な
く
て
な
ら
な
い
米

坂
線
を
「
赤
字
だ
か
ら
」
と
言
っ
て

廃
線
し
よ
う
と
す
る
の
は
言
語
道
断

で
す
。

　
結
成
総
会
で
は
、
地
域
の
か
け
が

え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、
春
夏
秋
冬

の
風
光
明
媚
な
地
域
を
走
る
米
坂
線

の
早
期
復
旧
を
求
め
る
声
が
数
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
が
主
体

〝
米
坂
線（
坂
町
～

米
坂
駅

）の
早
期
復
旧
を
〟

求
め
る
声
を
集
め
て
結
成
総
会
を
開
催

病
院
の
統
廃
合
・
合
理
化
と
の
闘
い
が
課
題

病院全体が赤字に転落、コロナ 補助金で黒字化が現実

と
な
り
、
活
動
を
始
め
る
な
ら
ば
、

廃
線
を
許
さ
ず
復
旧
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
動
労
総
連
合
・
新
潟
は
「
国
交
省
・

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
米
坂
線
の
廃
線

を
許
す
な
！
」
と
い
う
パ
ン
フ
を
作

り
、
労
組
と
地
域
に
配
布
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
パ
ン
フ
は
な
か
な
か
好

評
で
す
。
私
た
ち
は
早
期
復
旧
に
向

け
て
、
沿
線
住
民
や
各
地
で
反
対
す

る
人
び
と
と
力
を
合
わ
せ
て
共
に
闘

い
ぬ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
新
潟
　
阿

部
啓
輔
）

で
き
な
く
な
る
の
だ
。

　
従
前
か
ら
病
院
の
宿
日
直
は
あ
っ

た
が
、
病
室
の
巡
回
な
ど
き
わ
め
て

軽
微
な
業
務
だ
け
の
場
合
し
か
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
19
年
７

月
か
ら
新
た
な
許
可
基
準
が
出
さ

れ
、
外
来
患
者
の
問
診
や
診
察
も
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
。
全
国
医
師
ユ
ニ

オ
ン
は
「
厚
生
労
働
省
は
宿
直
中
に

１
時
間
で
５
人
ま
で
の
診
察
で
も
申

請
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
」
と
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
。「（
宿
日
直
の

許
可
は
）
実
態
と
は
関
係
な
く
、
た

だ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
で
、
こ
れ
が
地

域
医
療
崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
の
激
減

緩
和
措
置
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
都
内
の
大
学
病
院
の
医
師
が
宿
直

な
ど
時
間
外
労
働
が
月
１
０
０
時
間

を
超
え
る
長
時
間
労
働
で
く
も
膜
下

出
血
で
死
亡
し
た
と
し
て
労
災
申
請

を
行
っ
た
が
、
病
院
が
宿
日
直
許
可

を
得
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
労
働
時

間
と
し
て
認
め
な
い
判
断
が
な
さ
れ

た
。
医
師
は
月
３
～
４
回
の
宿
直
で

深
夜
か
ら
朝
ま
で
救
急
患
者
や
入
院

患
者
に
対
応
し
て
い
た
。

　
ま
た
大
学
病
院
で
は
、
病
院
独
自

の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
教
育
や
研
究
活

動
を
〝
自
己
研
鑽
〟
と
す
る
な
ど
パ

ワ
ハ
ラ
ま
が
い
の
手
法
で
労
働
時
間

管
理
の
形
骸
化
が
強
ま
っ
て
い
る
。

い
ま
や
若
手
医
師
の
７
人
に
１
人
が

「
自
殺
を
考
え
る
」（
全
国
医
師
ユ
ニ

オ
ン
が
勤
務
医
を
対
象
に
行
っ
た
調

査
／
有
効
回
答
約
７
千
人
）
と
い
う

状
況
な
の
だ
。

　「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
と
関
連

し
て
、
人
工
呼
吸
器
の
設
定
変
更
や

カ
テ
ー
テ
ル
の
抜
去
、
麻
酔
の
管
理

な
ど
の
業
務
（
特
定
医
療
行
為
）
を

特
定
看
護
師
に
行
わ
せ
た
り
、
静
脈

ラ
イ
ン
の
確
保
な
ど
を
技
師
に
、
電

子
カ
ル
テ
や
検
査
オ
ー
ダ
ー
の
入
力

や
診
断
書
や
意
見
書
の
ド
ラ
フ
ト
を

作
成
し
た
り
す
る
動
き
も
強
ま
る
。

る
と
４
７
６
０
万
円
の
黒
字
。
つ
ま

り
コ
ロ
ナ
補
助
金
が
な
け
れ
ば
ほ
と

ん
ど
の
病
院
は
赤
字
。
コ
ロ
ナ
補
助

金
の
廃
止
後
は
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
陥
る
こ
と
は
必
至
な
の
だ
。

　
国
立
病
院
は
８
・
７
％
の
赤
字（
コ

ロ
ナ
補
助
金
を
入
れ
れ
ば
３
・
９
％

の
黒
字
）、
公
立
病
院
は
19
・
９
％

の
赤
字
（
同
７
・
１
％
の
赤
字
）
で
、

民
間
病
院
１
・
３
％
の
赤
字
と
比
較

し
て
も
経
営
環
境
は
厳
し
い
。

病
院
の
統
廃
合
が
加
速

　
厚
生
労
働
省
は
19
年
９
月
に
、
市

町
村
な
ど
が
運
営
す
る
公
立
病
院
と

日
本
赤
十
字
社
な
ど
が
運
営
す
る
公

的
病
院
の
25
％
超
に
あ
た
る
全
国

４
２
４
の
病
院
に
つ
い
て
「
再
編
統

合
に
つ
い
て
特
に
議
論
が
必
要
」
と

し
て
病
院
名
を
公
表
し
、
20
年
９
月

ま
で
に
対
応
策
を
求
め
た
。

　
だ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
翌
年
20
年
に
入
っ
て
世
界
中
で

感
染
が
拡
大
し
た
。
公
立
・
公
的
病

院
は
、
基
幹
的
な
公
的
医
療
機
関
と

し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
受
け
入

れ
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た

（
約
７
割
を
受
け
容
れ
）。

　
こ
の
た
め
統
廃
合
の
動
き
は
後
景

化
し
、
現
状
で
は
コ
ロ
ナ
補
助
金
に

地
域
包
括
ケ
ア
が
47
床
、
感
染
症
病

床
が
４
床
で
救
急
に
も
対
応
。
19
年

の
房
総
半
島
台
風
で
は
多
く
の
患
者

を
受
け
容
れ
、
コ
ロ
ナ
患
者
も
入
院

し
た
。
同
病
院
が
廃
止
さ
れ
る
と
市

内
の
病
床
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
救
急

医
療
も
手
薄
に
な
る
と
し
て
反
対
の

声
が
あ
が
っ
た
の
だ
。

人
に
移
行
す
る
「
東
京

都
立
病
院
機
構
約
款
」

が
都
議
会
で
可
決
さ
れ

（
21
年
10
月
）、
22
年
７

月
に
移
管
さ
れ
た
。
都

立
病
院
は
コ
ロ
ナ
医
療

の
最
前
線
に
位
置
し
、

そ
れ
で
も
多
く
の
都
民

が
入
院
で
き
ず
に
命
を

失
う
状
況
下
で
の
独
立

行
政
法
人
化
の
強
行
に

は
強
い
怒
り
が
あ
が
っ

た
。
ま
た
「
将
来
的
な

廃
止
や
民
営
化
な
ど
に

も
道
を
開
く
」
と
の
強

い
批
判
が
な
さ
れ
た
。

　
千
葉
で
は
、
南
房
総

市
立
富
山
国
保
病
院
が

27
年
度
ま
で
に
51
の
全

病
床
を
館
山
市
内
に
あ

る
民
間
病
院
の
安
房
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
移

管
し
、
診
療
所
に
す
る

方
針
が
出
さ
れ
た
が
、

人
口
３
万
５
千
人
の
市

で
１
万
３
千
の
署
名
が

集
ま
り
、
市
長
が
決
定

を
白
紙
撤
回
し
た
。

　
冨
山
国
保
病
院
は
、

よ
っ
て
赤
字
が
緩

和
さ
れ
て
い
る
が

補
助
金
の
廃
止
後


